
※１　議事を決するために必要な票数は８票  （「委員の数」27人ー「棄権した委員の数」12人＝15人の過半数）

※２　座長を除く委員の投票で路線バス案の支持が過半数に達したため、座長は投票せず。

［内訳］

鉄道
上下分離

BRT 路線バス 棄権

1 直方市 都市計画課長 ○

2 田川市 都市計画課長 ○

3 行橋市 都市政策課長 ○

4 小竹町 企画調整課長 ○

5 香春町 まちづくり課長 ○

6 糸田町 地域振興課長 ○

7 赤村 総務課長 ○

8 福智町 企画振興課長 ○

9 みやこ町 行政経営課長 ○

10 国土交通省 九州運輸局 交通政策部 交通企画課長 ○

11 国土交通省 九州運輸局 鉄道部 計画課長 ○

12 国土交通省 九州運輸局 福岡運輸支局 首席運輸企画専門官 ○

公安委員会 13 警察本部 交通部 交通規制課長 ○

14 平成筑豊鉄道（株） 代表取締役社長 ○

15 西日本鉄道（株）　自動車事業本部 計画部 計画担当課長 ○

16 ＪＲ九州バス（株） 常務取締役 企画運輸部長 ○

17 太陽交通（株） 交通事業部 旅客課長 ○

18 筑豊地区タクシー協会 専務 ○

19 北九州市立大学 副学長 ○

20
九州産業大学 産学共創・研究推進本部副本部長
理工学部 情報科学科 教授

○

21 福岡県 企画・地域振興部 市町村振興局 政策支援課長 ○

22 福岡県 保健医療介護部 医療指導課長 ○

23 福岡県 商工部 観光局 観光政策課長 ○

24 福岡県 教育庁 教育振興部 高校教育課長 ○

25 福岡県 教育庁 教育振興部 特別支援教育課長 ○

26 福岡県 企画・地域振興部 交通政策課長　【座長】

27 福岡県 企画・地域振興部 交通政策課 企画監 ○
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平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協議会

平成筑豊鉄道のあり方に係る大きな方向性　書面決議結果

区　分 委 員 職 名

書面決議

合　計

　▶委員の数　　　　　　　　27名
　▶棄権した委員の数　　　　12名
　▶各案の支持票数※  【鉄道上下分離案】  ２票
　　　　　　　　　 　【ＢＲＴ案】　　　  ４票
　　　　　　　　　 　【路線バス案】　　  ８票　◎

国

公共交通事業者

学識経験者

その他必要と認める者

県

市　町　村

非公表


